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北海道コカ・コーラボトリング株式会社（本社：札幌市清田区 代表取締役社長：佐々木康行）は、 

ホクレン農業協同組合連合会（所在地：札幌市中央区 代表理事会長：篠原末治）と 2019 年 2 月に
締結した『北海道酪農応援事業』に関する協定に基づき、酪農家支援型自動販売機「ＭＯＯＭＯＯ(も～
も～)自販機」の売り上げの一部を活用した支援物資を、2022 年 3 月 14 日(月)に贈呈いたしました。 

 
ＭＯＯＭＯＯ自販機は、2018 年北海道胆振東部地震により北海道全域がブラックアウト現象に襲われ 

酪農家が甚大な被害を受けたことから、自動販売機の売り上げの一部を活用し北海道内の酪農家支援に  
繋げることを目的に取り組みが開始されたものです。協定締結以降、多くの方々に本活動にご賛同いただき、 
毎年着実に台数を増やしており、現在 243台が北海道内に設置されています。 
今年の支援物資は、多くの皆さまに MOOMOO 自販機をご利用いただいたことで、昨年大好評だった    

オリジナル・カバーオールを新デザインにして、75着（約159万円相当)を酪農家へお届けできることとなりました。 
引き続き両者協働のもと、本取り組みの拡大を図り、継続的に北海道酪農支援へつなげていきます。 
 

「2021年度MOOMOO自販機」支援物資贈呈式 

日 時 ： 2022年 3月 14日（月）  午前１０：００～１０：３０ 
場 所 ： ホクレンビル 1階 会議室  （札幌市中央区北 4条西 1丁目） 
出席者： ホクレン農業協同組合連合会 代表理事副会長 西川 寛稔 (にしかわ ひろとし) 様 
     代表理事専務 箱石 文祥 (はこいし ふみよし) 様 
 当  社   代表取締役社長 佐々木 康行 (ささき やすゆき) 
     取締役  山田 雄亮（やまだ ゆうすけ） 

 
 
 
 
 

<贈呈式の様子>                 <贈呈品のオリジナル・カバーオール> 
 
また、新型コロナウイルスの感染拡大により、業務用を含めた牛乳乳製品の需要に影響が及んでおりますが、

当社として北海道産ミルクの更なる消費拡大に寄与すべく、各学校が春季休業となる年度末や、生乳生産量が
季節的に最大となる3～5月に向け、新たなキャンペーンを計画しています。 

 

当社は、｢北の大地とともに｣をスローガンに、道産子企業として、北海道の魅力をさらに高める活動、地域課
題解決への協力、次世代を担う子どもたちに将来の地球の姿を考える場の提供、安全で安心な地域づくりを
応援する取り組みなど、事業活動を通して継続的に推進してまいります。 

＜本件に関するお問い合わせ先＞ 

北海道コカ・コーラボトリング株式会社 広報・サスティナビリティ推進部 

担当：及川 TEL：011-888-2091 

 2021年度 

「ＭＯＯＭＯＯ自販機」支援物資贈呈式を開催 
～ 北海道の酪農家を応援！ ～ 

 


